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[ 要 約 ] 

子どもが学習問題を 主体的に追究していく 社会科学習を 展開するために ，稲作単元の 教材開発を試みた。 

実際に稲作をしながら。 子どもの視点で 学習を展開する 中で ， 子どもが問題を 追究して い く姿がみられた。 

その結果，体験，調べ 学習，課題解決学習等・ 学習内容が子ども 側の要求によるものであ ることは，子ども 

が 学習問題を主体的に 追究するための 重要な要素であ り，そのためには ，子どもが興味・ 関心をもっ教材 開 

発 が必要であ ることがわかった ，   稲作教材主体的学習体験学習調べ 学習教材開発 

Ⅰ テーマ設定の 理由 ると，前田小学校のほとんどの 子どもが水田を 

現在，社会環境は 大きく変化してきた。 特に 見たことがないというのは 当然のことであ る。 

昔の 10 年サイクルが 近年では 2 一 3 年で進んで その実態を考慮して ，稲作について 子どもに 教 

いるような速さになっている。 。 それに伴い ，情 えこ むのではなく ，稲作を体験することにより ， 

報化 ・国際化にも 拍車がかかっている。 このよ 米へのこだわりをもち ，調べて い きた い という 

う な変化の激しさに 呼応するかのよ う 今はゆ 子ども主体の 学習が展開できないものだろうか 

とりがなくなり ，学校生活，家庭・ 地域にお い と 考えた。 そこで・子どもが 自ら見つけ出した 

てもいるいろな 問題がでてくる。 激動する社会 学習課題を主体的に 追究する社会科学習を 展開 

の中で生きて い く 力 を育むため，学習指導要領 するために   

は 「自ら学ぶ意欲と 社会の変化に 主体的に対応   子どもが興味をもって 追究して い く教材 

できる能力」の 育成を図ることを 求めている。   稲作における 実践的な教 十 d 開発 

「自ら学ぶ意欲」を ， 5 学年の社会科でど う   米作りの体験学習を 通して学んでいくもの 

育てるか考えてみたい。 5 学年の社会科の 目標 ほ ついて， 具 Ⅰ相制， こ 研究を深めていきたいと 居、 い本 

は， 我が国の産業と 国民生活との 関連を理解す テーマを設定した。 

ることにあ る 0 ここでいう産業として 農業・ 水 

産業、 工業・運輸・ 通信が取り上げられている。 Ⅱ 研究仮説 

特に農業については ，稲作の他・ 野菜，果物， 子どもの興味・ 関心を促す社会科の 教材開発 

畜産物があ り農業の盛んな 地域の具体的事例と をし，稲作の 直接体験を含むさまざまな 学習の 

して・稲作は   必ず学習することになっている。 仕方を経験させることによって ，子 ともが自ら 

ところが，「稲作に 従事している 人々の工夫 見つけ出した 学習課題を主体的に 追究して い く 

や 努力に気付くこと」と 指導要領には 述べられ 学習態度が育成できるであ ろ       

ているが・沖縄の 子どもにとっては 教科書中心 

の 授業にならざるを 得ない。 それは・全国の 耕 m  研究の内容 

地面積を調べてみると。 その 54.3% を稲作が占   主体的に追究するとは 

めているのに 対し，沖縄では 2% しか水田とし ⑥子ども主体の 学習とその条件 

て 利用されていたがからであ る。 ( 第 22 次沖縄 前述したような 主体的に追究するための 

農林水産統計年報・ 日本国勢図会 1995 ／ 0) そ 学習が成立するためには・ い く っ かの条件 

れゆえ稲作を 身近な農業学習としてとらえるこ があ ると考える。 

とは困難となっている。 く 主体的に追究するための 条件 ) 

このような沖縄における 農業の現     大 をふまえ ① 目標，内容について。 教師が的確で 正 

一 1 一 

  

    



し い 把握や解釈をもっこと。 認め，適切に 評価する。 子どもの考えを 

  ②学習内容に 関する児童一人一人の 興味   認め，その考えの 根拠を明らかにする。 

関し・発問を 大事にして学習問題を 作る。 助言や話し合いで 子ども自身が 自己評価 

更に，一人一人の 学習問題を生かして ， を 深めて，自ら 補充修正していくよう @. こ 

単元全体を見通した 学習計画を立てる。 配慮する。 

③ 聞き取り・見学，調べ 学習・体験など ， の子どもが主体的な 活動をするような ， 

一人一人が意欲的に 取り組む学習活動を 人間関係や物理的学習環境を 整備する。 

促す。 学級の中に・ 何でも言い合えるような 

  ④ 本 だけでなく，関係機関の 人材リスト 安定感あ ふれた人間関係をつくる。 更に ， 

や 専門的な資料など・ 適切な教材の 用意 新聞， レポート，手紙など ，追究して ぃ 

をすること。 る 現状を知らせる 掲示・本や資料を 活用 

  ⑤ 教師による的確な 発問・助言・ 援助を しやすい場所に 配置するなど 学級の学習 

すること。 環境を整える。 

⑥ 調べ学習や体験活動等，学習展開の 各 以上． 7 つの条件をもと t-. それを 図 

所において試みられる 一人一人の良さを に 表してみたい。 

子どもの活動がよくわかる 掲示 

《主体的に追求するための 条件》 

目 標 
① 

の 

環境 ③ 

  人間関係 学 習 活 動 [G 用・発展 ] 

  

  物理的環境 

学 習 活 動 ③ 

  平り 断 力 [ まとめ・発表 ] 

  表 現 力 
④・資料の形にまとめた 

⑥ ③ 
もの 

学 習 活 動 [ 追究 ]   社会事象・事変 
評価 

  調べる カ   人材リスト・ 専門資料   
教 師 づ 児童相互 ト +     考える カ 

自己評価 ⑤ 

② 教師による 
学 習 活 動 [ 学習計画立案 1   発問 

  助言 

  援助   

" ） " 
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このような学習過程を 通して，自分なり 

のものの見方や 考え方の体系がつくられ 

ていく。 そのことによって ， 子ども一人 

一人が生活や 学習の中で具体的な 問題 場 

面 に出会った 時 ・状況を正しく 把握し判 

断できる。 更に，その子なりに 問題点そ 

より客観的・ 総合的にとらえたり・ 問題 

Ⅱ大呪に対する 解決方法を工夫したりして・ 

より適切な対・ 応 、 を考えることができるよ 

うになると考える。 

2  教材開発とは 

Ⅲ 教材開発の意義 

チ 授業の中に驚きや 感動があ り，おもしろ 

さがあ るような教材開発をすることは ，社 

会科をすきになる 子 ，社会科に熱中する 子 

を育てることになる。 子どもの生活を 見 っ 

め ，その子どもの 生活に関係の 深 い ものか 

ら教材を見つけ・ 授業にのせる。 そのよう 

な実践をやることに よ り・子ども自身の 好 

奇 心や感受   阻 ・ こ 働きかけることになり ，ど 

うしても学習に 主体的に関わらさるを 得な 

い ような，内発的動機づけがなされる。 

㈲ 教材開発の視点 

教材開発をすすめる 場合，単なる 思い つ 

きや資料からの 見た目に よ るおもしろさを 
（ まねるようなことや 体験学習のみで 終わる 

ことはさけた い 。 

つまり，生活科では 体験活動をすること 

が「目標」のⅠ っ になるが・社会科では 社 

会認識を高めるための「手段，方法」とし 

て 位置づけることが 大切であ る。 体験活動 

は多い士 こ 活用して子どもたちの 認識力を高 

める必要があ るが，それだけで 終わらせて 

はいけない。 

そこで，教材開発をする 場合，学習させ 

る教師の立場と・ 学習する子どもの 立場か 

らの 視占で 検討しなければならない。 

( 学習させる教師の 立場からの 視占 ) 

①教材が・学年の 学習の目標や 内容に 

  

即しているか。 

学習指導要領の 学年の目標や 内容が 

目安になる。 ただ，学習指導要領に 示 

される目標や 内容の表現は 基本的で ， 

簡素化されているので ，実際，こはそこ 

にあ る解釈の幅を 十 加 ・ こ 検討しながら ， 

個々の事物・ 事象を選択し 取り上げ 

て い かなければならない。 

② 教材は ， 子どもの発達段階を 考慮し 

て，子どもが 解決可能な問題を 含んだ 

ものであ るか。 

知的な理解の 面でも，学び 方の面で 

も， 子どもが自力で 解決できるものを 

見通すことであ る。 それには，子ども 

の発達段階，地域での 生活や学習の 経 

験などを十分に 考慮して い く必要があ る。 

③ 教材は，具体的・ 実感的なものか。 

特に地域教材では ，取り上げた 地域 

の事物・事象を 通して・その 意味が具 

体的 ・実感的にとらえられるものが 期 

待されなければならない。 

( 学習する子どもの 立場からの視点 ) 

① 教材は ， 子どもにとって 興味・関心 

がもて，意欲的に 取り組めるものか。 

教材の内容が 子どもの生活に 密着し 

ており， 自分の問題として 意識できる 

ものが望ましい。 そのような教材は 子 

どもの興味・ 関心や意欲を 起こすと同 

時に，追究して い く活動を発展的に 持 

続させていくことにつながる。 

② 教材は ， 子どもの生活経験に 根ざし 

観察や体験などの 活動を通して ，実践 

的に学ぶことができるものか。 

子どもが自ら 見たり・聞いたり ， 食 

べたり，触れたり ，育てたりすること 

によって教材の 内容を発展的にとらえ 

る。 更に自らの考えを・ 体験すること 

によって得た 事実に照らして 検証して 

い くことができるようなものが 期待さ 

れる。 

タ
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③教材は，社会において 主体的に生き 

抜く姿勢が ， 学べるものか。 

子どもが具体的・ 実践的な学習を 通 

しそこに関わっている 人々の努力や 

生きていく姿勢をも 学びとり，社会に 

おいて主体的に 生き抜こうとする 気持 

ちを起こすようなものが 期待される。 

以上のような 視点で教材開発をすることに 

よって ， 子どもが教師からの 教えを一方的に 

受けるだけでなく・ 自らの間ロ 0 発生や意欲 

的な追究，学ぶ 力 を培 う ことができると 考え 

る 。 

Ⅳ 授業実践 

ネ 出会科学習 言 十回 案 

平成 7 年 6 月 14 日㈱ 

浦添市立双田Ⅱ、 学校 5 年 3 組 

男子 17 名 女子 13 名 

]  小 単元 名 「稲作にはげ む 人々」 

2  単元の目標 

金 我が国の稲作の 盛んな地域の 様子を調べ，稲 

作にたずさわる 人々が生産を 高める工夫をし 

ていることや ，稲作の現状を っ かむ。 

金 稲作に関する 写真や資料などを 収集，選択し 

国民生活を支える 稲作の意味を 多面的・関連 

的にっかむ。 

3  教材について 

(1) 教材 観 

本 教材は， 5 学年の産業学習のスタートと 

なる単元であ る。 5 学年の産業学習では ，我 

が国の食料生産・ 工業生産の特色及び 運輸・ 

通信などの産業の 様子や，これらの 産業と国 

民生活について 理解できるようにし 我が国 

の産業の発展に 目をむけていく。 この中で ， 

国民生活を支える 食料生産の 1 つ として農業 

が取り上げられている。 

  4 一 

小 単元「稲作にはげ む 人々」では稲作の 盛 

んな地域をたずね。 農家の現状や 問題点，人々 

の 工夫，願いを 学習して い く。 しかし・ 7 中綿 

は 稲作が盛んではなく。 身近な地域に 水田が 

むいため田植えの 経験どころか・ 水田でさえ 

見たことがな い ……というのがほとんどであ 

る 0 したがって ， 種もみを水に 浸けるところ 

から稲作の全行程を 体験させる作業学習をと 

@ い れ，直接体験をすることに よ り本小単元 

0 目標でもあ る稲作 @, こ たずさわっている 人々 

の 努力や工夫，願いを 共感的に理解させると 

いう学習過程をとっている。 

また， 小 単元全体を．児童が 自分で課題を 

見つけ，解決したり 新たな疑問に 取り組んだ 

り / する調べ学習を 中心に進めていけるよう 留 ノ 

煮 している。 

[ 「 ォはィ 午にはげむ人々」における 教材開発 ] 

まず，稲作についてわからないことを 出し 

合 う 。 それは子どもが「調べてみたい」「 迫 

究 したい」ということを 自由に出させること 

によ り，自分の身近に 稲作農家を近づけ・ 稲 

作の現状にせまりたいと 考えた。 

ややもすると ，子どもから 学習意欲や問題 

意識が出てこない う ちに。 教師が問題を 押し 

つけて調べさせることがあ る。 それは「教え 

23 」という意識が 強すぎるからではないだ 

ろ うか 。 それをやめて ，子どもの追究する 意 
  ノ "   

識 @, こ 信頼をおく授業を 開発したいと 思った。 

教科書では，いきなり 稲作の盛んな 地域と 

して白根市の 農家を取り上げて 学習すること 

になっているが ，児童期の発達段階にあ る 小 

学校の子どもに 対して。 言葉だけの学習をし 

たのでは納得させることはできない。 確かな 

理解を得させるために。 具体物や具体的な 活 

動 ，五感に訴える 体験が必要であ る。 

例えば，教科書で 品種改良の意義を 説明し 

ていても，子ども t こは ・ なぜ品種改良が 必要 

なのか品種改良が 農家にどういう 影響を与え 

たのかなかなか 理解できない。 しかし，実際 

に 何種類かの米を 食べ比べる活動から 始める 



と 。 外観・におい ， #a ばり，おいしさなどの 

違いに気づき ，「どれも米なのになぜ 違 いが 

あ るのだろう」と 自ら具体的な 疑問を生むこ 

とにつながる。 その疑問に対し「生産地が 違 

うから」「品種に 違いがあ るから」などと 予 

想を立て意欲的に 追究して い くと思われる。 

この 26 な ，具体的で， しかも子どもから 主 

体的に出た問 いで 学習問題を作成し 追究して 

い く教材開発を 稲作単元で試みた。 

この単元の教材開発のも う 1 つめ 特徴は。 

実際に田植えをし 稲 サモの全行程を 体験しな 

がら・同時に 稲作農家を訪ね ，農家の人が 語 

る言葉を共感的に 受け止めることができ ，そ 

  こから農家の 問題点をつかめる 子どもを育て 

ることであ る。 

例えば，「農家の 人々の工夫や 努力」を教 

科書に書いてあ るものをただ 読むだけでは 理 

解しにくい部分があ る。 しかし田植えをし 

一生懸命育てた 稲が被害にあ った場合・ とて 

も 心配 @, こなり農家の 人々の願いと 重なる。 農 

家の人が言った「 1 番うれしいのは 稲が丈夫 

に育つこと」という 言葉に共感できるのだと 

思う。 そのような体験学習をさせながら ，疑 

問に感じた課題を 主体的に追究していく 子ど 

もを育てたいという 思いから 小 単元「稲作 @. こ 

はげ む人々」を教材開発した。 

（ (2) 指導について 

米について，いろいろな 点から調べていく 

中で ， 実は稲作は自分達の 食生活を支えてい 

るものの 1 っ であ り，その向上のために 長 い 

年月多くの人々の 努力があ ったことに気付か 

せたい。 更に，機械化や 輸入米などの 現在の 

問題にも自分達でふみこんでいかせた い 。 

具体的には・ 米に関する疑問をどんどん 出 

させ，児童自ら 課題意識をもたせる。 その上 

で子どもの   巳 考の道筋にあ れせた学習過程を 

構成していく。 実際に何種類かの 米を食べ上ヒ 

べたり，稲作農家を 訪ねたり。 本や資料だけ 

でなく食料事務所など 専門家も ポ コイ「していく。 

稲を育てながら ，米にこだわり ，追究して ぃ 
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4  学習計画 (9 時間 ) 

市・・ 7 時 

れ   数 

  
  
  

つ 

  

より 

幸 Ⅰ。 り 

追 

究 

  

す 
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主 な 学 習 活 動 教師による援助・ 助言 資料・情報・ 準備 

  資料集を基 @. こ 日本の農業に 

ついて話し合い ， 我が国で 

は全体的な耕地面積におけ 

る稲作の割合が 高いことを 

知る。 

  米について知りたいことを 

カード (. こ 書く。 

  

問題作りをしよう 
  

レ 同じ米でも味は 違 う のかな 

レ米にはどんな 種類があ るの 

かな 

  で
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米を食べ上 ヒ べてみよう 

① 三種類の生米を 比べる。 

臣 形や色がちが 3 2 。 

レ にお い をかいでみよう。 

② 観点を決めて 食味をし 

自分が比べた 結果や疑問な 

どをヵ一 ドに 書く。 

レ 色が少しちがうよ。 

レ 炊くと味はどうなっている 

のかな。 

レ西ごたえはちが ぅ かな。 

  米は子どもにとって 食べ物とし 

ては身近であ るが，農作物とし 

てはなぞが多い。 そこで，全国 

で 1 番多く作られているコシヒ 

か ), 新銘柄のきらら 397, 沖 

縄で 栽培されているチコニシキ 

を取り上げて「食べ 上ヒべる」と 

いう活動から 問いを生み，追究 

の意欲化を図る。 

① 食味をする銘柄の 生米から 

比べさせる。 

② 食味をする場合，別の 銘柄 

に移る前に水で 口をゆす ぐよ 

う にする。 

釆 米を炊く条件を 同じにする。 

( 炊飯器・ 水 ・時間 ) 

銘柄は伏せておく。 

  米袋 

  米の銘柄 

きらら 397 

チコ ニシキ 

コシヒカリ 

， 色 画用紙 

米 を赤・ 青 ・黄で 

わけるため 

天皿 

それぞれの米を 盛 

るためグループに 

三枚 

  
  
やかん ( グループに 

1 っ ) 

炊飯器 

しゃも じ 

  ヵ一ド 

ャ
ノ
 

ノ
 

 
 

ハ
 
。
 

 
 

タ
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  教師に 2 6 援助 ・助言 資料・情報・ 準備 

追 、 

究 

す 

る 

2
 

  

・なぜ同じ 米 なのに遠いがあ 

るのか，予想を 立てる。 

レ 品種が違 う 

レ 生産地が違 う 

レ 育て方が違 う 

① 前 時のまとめ 

食味体験を通しての 疑問 

を出し合い．米の 品種につ 

いて調べ学習をする。 

稲ィモ の盛んな地域はど 

種を育てているのか。 

こで，そこではどんな 品 

自分で課題を 決め・本や資 

料から調べて 調ベヵ一 ド ド圭 @ 目 

いていく。 

② 調べたことを ，みんなに 

発表する。 

  ただ食べさせるのではなく 外観 

や香り・ かたさ， ねばりなどの 

観点を設け ， 同じ米でも違いが 

あ ることに気付くようにする。 

  

  地域を指定してもよいし 全国 

的に調べてもよい。 

 
 

や
 

本
 

る
 

す
 

関
 

 
 

 
 

作
料
 

稲
資
 

 
 

  

  品種改良にも 目をむけさせる。   稲作に関する 専門 機 

関の人に直接聞き 取 

  日本 お 米マップを作らせ．品種 りさ するための・ 情報 

と 自然条件の関係を 視覚的にと 

らえさせる。 金武 農協集荷 場 

968 一 3670 

  本や資料を一緒にさがしたり   ( 比嘉さん ) 

更に発展するための 助言など， 

個 に応じた指導をする。 沖縄県食料事務所 

866 一 0155 

  調べ学習をしていくうちに 出た ( 富江洲さん ) 

新たな疑問も 記述する よう に 

する。 農業試験場名護文場 

09805Z 一 6052 

  資料を写すだけてなく ，そこか a 上ヒ嘉さん ) 

ら 何がわかったのかをはっきり 

させる。 北部農業改良普及 所 

098052 一 4986 

  OHP などを使 い ，みんなにわ ( 侍妾さん ) 

； @J 、 りやすい発表ができる よう に 

する。 

  本や資料だけでなく・ 専門機関 

の人からも取材ができる よう に 

する。 
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流 持 主な学習活動 教師による援助 ・助言 資 W, , 情報 準 備 

れ ． 数 

  児童からの質問事項などは 事前   校外学習のしおり 

す削モ 農家をたずねてみよう にまとめ，侍妾さん ( 農家の方 )   校外学習 ) に 知らせてお { 金武町屋 嘉 

    ① 計画を立てる 

#a  ち い   水田の広さや 米の生産量など 正 

日 時 確 な数字の資料を 依頼しておく。   農家の方 

    場所 侍妾さん 
  しおりにす 

  準備するもの   専業農家・兼業農家など 農家の 

る 。 
見学の心得 現吠は ついて話してもら 、つ   機械 

追 
調べたがこと コンバイン 

  機械化の問題にも 触れ・共同便 

② 水田を見学し 稲作農家 用 をはじめ収入を 高める工夫に 自動田植機 
究 

の方から話を 聞いてまと ついても考えさせる ， 

める。 
  脱穀機 

@ 

  稲作は・品種改良という 組織的   

す !   実際の農作業を 観察しまと な 工夫や努力と 共に，水害を 防 ハ イ ンダー 

める。 ぃ だり，水田に 適した土地改良 

など地域の人々が 一丸となって 
る 

  敷地内の様子を 観察する。 行う工夫や努力によって 支え ろ 

れていることもとらえさせる。 

知りたがことを 聞 { 

  いろいろな問題をかかえながら 

  農家の人々の 願いや仕事の も 米作りにかける 思 いや 願いを 

工夫を知るの 知り，米作りへの 自分の考えを 

もっことが出来る よう にする。 

  能率を高めるための 機械化 
  

や農家の作業の 変化に気 

付く。 

  子どもの追究したいテーマにそっ   本 ，資料 

米 のこだわり探険隊出発 て ，学校及び市立図書館，食料 Ⅰ中綿県の産業 
  

ま 事務所などから 集めた本や資料 沖縄県食料事務所 

コーナーを設置する。 業務概要 

め 1 つける。 

と 自分が調べたいテーマを 見 

稲 というⅠ り 三ヰ 吻 Ⅱ 

る 
  本来を見つめる 農場 

  

  

～ " 

- ノ " 
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主 な 学 習 活 動 l 教師による援助・ 助言 資料・情報，準備 

  

        同じテーマの 友だちが、 ・ 、 た 

  

  写真やグラフ ，図の読み取りな :          米を作る農家 

  
ら グルーブを作って 共同で ど 基礎的な資料活用の 能力育成 

  

社会科資料集 

調べる。 に 配慮していく。 お 米ができるまで 

ィネ の一生 

    テーマにあ った見出しをつけ、 ごはん料理の 本 

イラストや図表を 使って見やす 沖縄県の産業 

く ， わがりやすいまとめを さ 植物と バ ・ィオ 

せる。 浦添市 史 第 6 巻 

ま 

  

  各テーマにそって   資料から得た   OHP 

米 のこだわり探険隊報告 事実をもとに．自分あ るいは グ   

と ループの考えを 発表させる。   ビデオ 

  まとめた作品 " を 発表する。 視聴覚機器 

  0 米はなぜあ るのか   各バルーブの 発表を聞いて ， わ 

め 0 米 5 キロの米粒の 数 かったことや 疑剛 ・ こ 思ったこと   写真 

0 米でどんな料理ができ など自分の感想をしっかりもた 

るか せる。   実物 

6  2 ①米からは何が 作れるのか 

0 ササニシキの 由来   OHP, 新聞，バンフレット ，   図表 

①未来の稲作 図表。 実物などテーマにあ った 

  ①なぜ沖縄では 稲作が盛ん 発表の仕方を 工夫させる。   パンフレット 

ではないのか 

0 前田の米作り   質疑応答の中で ， 確かな答 えが   新聞 

0 稲作農家をたずねて 出ない場合は 結論を急ぐのでは 

  発表を聞きながらメモを   なく今後の調べ 学習に発展させ   ワーク、 ン一ト 

とる C 62 う にする。 

  質問に答える。 
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5 木日 き (9/9) 

(1) ねら ぃ 

今木にこだわり ，追究しそれをもとに 自分の考えを 発表することができる。 

今 友だちの発表を 自分の調べたことと 関わらせながら 聞き，稲作についての 考えをより深めることが 

できる。 

(2) 展 開 

  

  

王 ． な 学 習 活 動 

Ⅰ これまでの調べ 学習の感想・ 

つ を 述べる。 

か 

  
  
  

2  自分たちが調べたことを 発 

表しょう。 

米 のこだわり探険隊 報告 

① 米 5 キロの米粒の 数 
追 

①米でどんな 料理ができるか 

0 なぜ沖縄では 稲作が盛んで 

究 
はな い の か 

0 前田の米作り 
す 

0 稲作農家をたずねて 

る 

  発表を聞きながらメモをとる。 

  質問に答える。 

  各バルーブの 発表と自分の 調 

ま 
べたことをてらしあ わせて， 

と 
新しくわかったこと ，疑問に 

め 
  9 、 っ たことをまとめる。 

る 

１
 
l
 

 
 

 
 

  

教師による援助 ・ 助言 資料‥情報 準 備 

  各バルーブに 30 秒間．感想・を 述ぺ 

させる， 
  
  

  米 のこた ね Ⅰ 93 袋 @ 隊がこれまで 意 

欲的に活動していた 様子を評価 

する。 

  各テーマにそって 資料から得た 事 

実 をもとに自分 ( グループ ) の 考 

えを発表させる。 

斥 0 分間で発表できるよ う に， ま と 

め 方を考えさせる。 

  各クルーブの 発表を聞いて・わかっ 

たこと．疑問に   思ったことなど 自 

分の感想、 をしっかりもたせる。 

  OHP, 新聞，バンフレット ，図 

表。 実物など，テーマにあ った 発 

表の仕方を工夫させる。 

  発表を聞きながら ，ボイントを つ 

かんでまとめる 26 にする。 

  発表を聞いて 疑問に居、 っ たことは 

結論を急・ぐのではなく ，仝後の調 
べ学習に発展させるようにする。 

  OHP 

  ビデオ 

  写真 

視聴覚機器 

  実物 

  図表 

  パンフレット 

  新聞 

  ワークシート 

ヤ "   
  

～ ノ 
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6  評価 

①   米にこだわり   自分で見つけた 課題をど 

んどん追究して   それを発表することがで 

きたか。 

② - グループのテーマ 作りや，まとめ 方に資 

料を生かしたりなどの 工夫が，効果的にで 

きたか。 

， ③ グルーブのまとめが 羅列的でなく ，グルー 

ブの考え，主張が 明らかになっているか。 

④ 友だちの発表を 聞くことにより ，稲作に 

ついてより深く ，多面的に考えることがで 

きたか。 

Ⅰ 7  授業研究会の 記 ま羨 

(1) 授業者の反省 

不時は自分達で 米に関する課題を 見つけ， 

追究した内容を 報告するというものだった 

が・ こども達は生き 生きと発表していた。 

調べていくには ，決して十分とは 言えない 

期間でとてもよくがんばったと 思う。 又 ， 

聞くほうも． ワーク、 ン一トに メモをしなが 

考えてはど う だろうか。 

  子どもにもっと 討議をさせてもよかった 

のではないか。 

  内容が教科書よりふくらんでいた。 

く 教師について フ 

  グループ発表の 合間に教師が 重要な言葉 

やこれまでの 経過などを話していたのが 

よかった。 

  発表者がうまく 答えられない 質問に対す 

る対処の仕方がよかった。 

  直接体験を通しての 子どもの変容を・ こ 

の 先も観察していってほしい・。 

く 児童について ) 

・全員が授業に 参加していた。 

  助け合う場面が 見られた。 

発表の途中で 言葉がつまると． さっと耳 

もとで教えるなど 協力しあ っていた。 

  子どもの変容が 見られた。 

授業開始時は 発表を聞くだけだったが ， 

だんだん積極的に 意見や質問をする よう 

になった子がいた。 

ら 聞いていたので ，意見。 質問も多く全員 

が参加した授業となった。 

「発表は 2 時間 位 続けた方が． じっくり 

と 意見を交換しあ い， 深まるのではないか」 

という 指適 があ ったが・ 自分としても 時間 

  もっと OHP を活用してもよかったので 

はないか。 

  発表の手順がよかった。 

資料の準備・ 片づけに無駄がなく ，発表， 

資料の指示など 役割分担がきちんとでき 

（ 的に少しきつかったのではないかと 居、 われ ていた。 

るので・今後検討していきたい。 

今回は， 本 単元を子どもの 疑問から出発 

し常に子どものⅡ㍽まを 見ながら進めていっ 

た 。 子ども達は，先生から 教えられている 

のではなく，自分たちで 社会科の授業を 作っ 

ているのだという 気持ちになっていた。 視 

点を子どもに 合わせることで・こんなにも 

生き生きと学習課題に 取り組むことができ 

るのかと，改めて 実感した。 

(2) 意見・感想 

  大人も勉強できる 発表の内容であ った。 

    時間に 5 つの発表は時間的にきびしい 

のではないか。 弾力的な時間割の 編成を 

@  11- 

  

(3) 指導助言 

・発表形式の 授業では・教師が 学級の児童 

の様子を よ く見て内容のどこまで 切り込 

むのか，適切に 判断することは 極めて大 

切なことであ る。 本 時では，教師の 良い 

判断，すばらしい 見極めで子どもが 生か 

されていた。 

  「陸稲」の質問を 受け，回答に 窮した 子 

どもに「もう 一度調べてごらん」と 返し 

たのは良かった。 

そのグルーブの 今後の活動を 見届け ，発 

表の場を設けて 欲しい。 

  川の名前をまちがえてしまった 子がいた 

ノ y 



 
 

 
 

い
 や
 ，
た
 

。
詞
人
 

確
 

ょ
 習
は
き
 本
 と
る
れ
」
 

て
 

が
 学
の
生
 

の
瞼
 
だ
の
 

 
 

ぅ
 俳
ん
 
後
 

一
丁
イ
 

学
今
 

 
 

実
 期
し
り
 

｜
 に
て
 

確
時
底
あ
 

てもらいたり。 

資料①子どもの 声 ( 食べ比べ ) 

米の味はうが つ んがり・食べ 妬ぺ古 

も して 下ようゆ 

" 旭       世 
血、 十 棋 

a 木 目界小心、 

  
轄 かをり し ℡ ぃ 
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        。 心し t1 、 3n  く は 4,3 、 ・六時 [ 
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資料②子どもの 活動 

か 

資料③ 稲 作 

（ 

  

田 おこし 
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資料④子どもの 声 ( 米に関する疑問 ) 

4 別 2 日 記入 

・米は何種類あ るのかな。 

・どうやって 種類を見分けるのかな。 

  何カ月で実るのかな。 

  植え方はいくつあ るのかな。 

  外国の米はなぜおいしくないのかな ， 

  国 b こ よって米は違うのかな。 

  米のしくみをしりた いな 。 

  米の栄養はどれくらいかな。 

  米 はなぜ白 い のかな。 

  米 はなぜやわらかくなるのかな。 

  米は誰が作ったのかな   

  米 はどうやって 育てるのかな。 

  米 はなぜもみにつつまれているのかな。 

  米の形はなぜちがってくるのかな。 

  世界で米はどれくらいとれるのかな。 

  米は何月に植えるのかな。 

  外国の米はどうやって う えるのかな。 

  米は農業のなかのどれぐらいを 占めているの 

かな。 

  米 はどれくらいもつのかな。 

    年間にどれくらいとれるのかな。 

    米でどれくらいのものができるのがな。 

  米はどうやって 袋に入れるのかな。 

  米はどうやってからをめぐのかな。 

  米 はどうやって 食べるとおいしいのかな。 

  昔の米はどんな 米かな。 

  

  米 はなぜ「コメ」という 名前なのかな。 

  米は何日間で 根がでるのかな。 

  どれくらい育つと 水田にうえるのかな。 

  炊く前はほそいのに ，どうしてたくとやわら 

かくなるのかな。 

  生 のままだとおいしくな い のに，なぜた い た 

らおいしくなるのかな。 

  昔 と今の米ではどんなちが い があ るのかな。 

  水田では 水 かけはしなくていいのかな。 

  水田の水はとりかえるのかな。 

  米は野菜なのかな。 

  なぜ米からまた 米ができるのかな。 

  どれくらい大きくなるのかな。 

・どれくらい 幅をあ けて植えるのかな。 

4 月 27 日 田おこし・田植えの 後 記入 

  農家の人々の   悩み 

  農業以外の仕事もしているのかな。 

  困っていることはどんなことかな。 

  どんな工夫をして 努力しているのかな。 

。 =" 
。 単元に入る前に 子どもの疑問は 原産地を含め 

た 各国の米についてその 歴史。 色や形，味覚， 

調理法等食料としての 興味，植物の 成長とし 

ての理科的関心など 単純利 羅 的であ る。 
  

。 田 おこし・田植えの 後は，疑問的内容が 焦点 

化されてきて ，単元のねら い に せ まる内容と 

  

  米は日本人が 食べる 分， まにあ っているのかな。 なっている。 

  稲ができたあ とはどうするのかな。 

  米は ・冬でもよく 育つのかな。 

  米 はなぜ味がなりのかな。 

  Ⅰ本の稲にどれだけの 米粒がついているの 

かな。 

  あ まい 味 や華 ぃ 味の米はあ るのかな。 

  米 はい っ ごろ日本 @. こ 伝わったのかな。 

  米の原産地はどこかな。 

  小麦と米ではどちらが 多くとれるのかな。 

  米はどのように 品種改良をするのかな。 
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V  研究のまとめ と担ィ 壬に訴えた。 

台風の被害 

Ⅰ 研究の成果 

Ⅲ 自分で課題を 決め，主体的に 追究するこ 

とができた。 

Ⅰ「米はなぜ 白いのかな」「どうしてやわ 

らかくなるのかな」と 言っていた S 君は 

品種改良の調べ 学習をしている う ちに， 

稲の起源に興味をもち 追究していった。 

これまで。 やるのは早いが 何事も表面的 

で深めて い くことの苦手だった S 君は T 

君 と本を調べ，食料事務所の 人に何度も 

電話で質問をした。 その熱意に食料事務 

所の方から返事の 手紙とたくさんの 資料 

が送られてきた。 S 君と T 君は難しいそ 

の 資料を一生懸命読み ，追究していった。 

e m 君達は自分の 住んでいる前田にも 昔は 

Ⅰ稲刈 りを済ませた 後，ほとんどの 子が 

「台風にあ ったり，スズメに 食べられた 

り，いろいろあ ったけど，とにかく 無事 

に 稲刈 りができてとても 嬉しい」「早く ノ 
食べた い 」と言っていた。 

田んぼがあ ったと聞き， 自発的に地域の 

古老に話を聞いて 回った。 

e 子どもの興味・ 関 Ⅰを大事にして ，学習 

課題を教師の 指示がなくても 子どもが教 

室にしばられることなく ，主体的に学習 

活動を展開していった。 例えば，図書館 

に行く手，地域に 出かけきき取りをする 

子 ・専門機関に 電話で聞く子，実際に 米 

料理を調理する 子などであ る。 

(2) 単元の目標であ る「稲作に従事している 

人々の工夫や 努力に気づくこと」を ， 子ど 

もは十分達成した。 

e 最初は農家のことは 意識して い なかった 

が ・ 田 おこしでかたい 土と格闘しながら 

「農家の人ってこんなきつい 仕事してる 

の」という声があ ちらこちらから 聞こ 

ぇ 、 六 ご 0 

0 3k9 の米粒を数えた R 君たちは， 14 万粒 

以上あ る米粒は 4 人家族で約 1 週間で消 

費してしまうことを 知り。 日本全国民の 

主食を支えている 農家の人たちは 偉 い ， 

ということを 発表の中で述べている。 

e 台風 3 号に 2 0 稲が倒れたのを 見た T 君 

は 「とても信じられない 光景だったよ」 
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ス メ 対策 

e 4 か 月前までは意識の 外にあ った農家の 
ャノ 

人たちの気持ちに 共感できるようになっ 

ていた。 

そこから 又 ，発展的な学習問題を 子 と     

もはつかみ つ つあ る。 つまり，台風が 来 

る 沖縄における 稲作の工夫についてであ 

る。 そういうことが・ 例えば，他県の 冷 

害に強 い 品種作りなど「 ォは 作における エ 

夫 と努力」への 共感へと広がって 行くだ 

ろ、   

(3) 教材開発により 子ども主体の 活動を教師 

が 支援するという 学習形態で進めた 結果， 

子どもに変容が 見られ・成長が 感じられた。 



  

( 子どもの文から ) 

e 私の家はおすし 室 さんです。 今までは米 

のすばらしさがあ まりわかっていなかっ 

たけど，今はお 父さんが米を 大事にする 

仕事でよかったです。 

e 沖縄には大きな 平野がなく川も 短いけれ 

ど，そんな悪い 条件の中でも 工夫して 稲 

作 をやっている 農家があ ることを知り ， 

すごいなあ と 恩 がました。 これからも沖 

縄の稲作について 調べて い きたいです。 

e 私たちは，米の 勉強が終わっても・ 少し 

でもいいから 米のことを調べようと 思い 

ます。 

e 稲作もさとうきびぐらい 盛んになってほ 

しい。 前出 小 での稲作を成功させて ， 浦 

添市 ，沖縄県に広めたい。 

( 稲作の学習も 終わった 7 月中旬 ) 

+ 男子 4 名，女子 7 名が沖縄県食料事務所 

主催のライスクッキンバフェア 一 コンテ 

ストに・応募した。 

(4) 子どもが調べ 学習を展開していく 中 ， 食 

料 事務所，農協。 農業試験場，農家の 人   

地域の人々など 多数の大人が ，親切に対応 

してくれた。 子ども達が。 多くの大人への 

尊敬，信頼を 得たことは素晴らしい 経験だ 

と ， 思 、 う 。 

（ 

2  今後の課題 

は )  聞き取り・見学・しらべ 学習・体験など   

一人一人が意欲的に 取り組む学習活動を 促 

す 場合。 どうしても学習時数の 確保が困難 

になってくる。 他の単元の時数の 関連なと     

学年又は学校全体での 話し合い，協力体制 

をしっかり組み ，教材開発した 内容を年間 

計画の中に位置づける 必要があ る。 

(2@ 今回・収穫の 時期に台風にあ い 。 台風 対 

策の栽培ステージなどもっと 深 い 研究が ノ、 要 だったと居、 、つ 

(3) 数多くの農家の 人の考えに接することに 

より，そらに 多面的に農業の 実態を学ぶこ 

  

とができると 尼、 ぅ 。 そのために，稲作に 直 

に 関わっている 農家や全国の 農協の人たち 

と 手紙や資料のやりとりで 活発に交流が 深 

まっていく方向への 援助のあ り方を研究し 

深め実践していきたい。 

おわりに 

これまで，いつも 時間に追われ・ 明日の教材 

研究さえままならない 状態でしたが ，研究所に 

入ってじっくりと 自分の研究に 取り組むことが 

できました。 この 6 カ月の間。 いろいろな 人 ・ 

本 ・資料に出会え 私にとって実り 多い期間で 

した。 

研究期間直接指導して 下さった早那覇律子指 

導主事・研究所の 田中一郎所長，早那覇 武 係長， 

営間 正和指導主事に 深く感謝申し 上げます。 ま 

た ，研究する機会を 与えて下さった 入場 良重 校 

長先生，温かい 言葉かけを下さった 教育委員会 

の 先生方，常に 励まし合い・ 支えてもらった 研 

究員の方々に 厚くお礼申し 上げます。 最後に， 

私の研究及 び 検証授業に学級を 提供して下さっ 

た 前田小学校宮城 アケミ 先生に感謝 中 し上げ 

ます。 
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